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『
江
戸・
東
京
の
川
＝
中
央
区
の
川
』㈦

　

前
号
で
は
、
日
本
橋
川
が
戦
後
の
改
修

工
事
や
高
速
道
路
の
建
設
、
河
川
法
の
改

正
な
ど
に
よ
っ
て
変
化
す
る
経
過
を
確
認

し
ま
し
た
。
ま
た
江
戸
期
に
は
、
日
本
橋

川
の
河
口
部
や
隅
田
川
沿
い
の
水
運
に
便

利
な
場
所
（
兜
町
・
茅
場
町
、
蛎
殻
町
・

箱
崎
や
浜
町
な
ど
）
が
、
武
家
地
に
独
占

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
イ

メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
た
め
に
『
嘉
永
江
戸

図
』
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
前
号
で
紹
介
し
た
『
江
戸
十

組
問
屋
便
覧
』（
文
化
一
〇
・
一
八
一
三

年
）
と
『
諸
問
屋
名
前
帳
』（
嘉
永
四
・
一

八
五
一
年
）
を
中
心
に
、『
江
戸
買
物
独
案

内
』（
※
）
と
合
わ
せ
て
、
日
本
橋
川
沿
い

の
河
岸
地
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
ま
す
。

　

※�

江
戸
買
物
独
案
内
（
文
政
七
・
一
八

二
四
年
刊
）

　
　

�　

江
戸
の
業
種
別
に
商
店
案
内
を
ま

と
め
た
も
の
。
飲
食
店
を
含
め
て
二

六
二
二
店
を
収
録
。
商
品
の
購
入
の

た
め
の
便
を
は
か
っ
た
。

　

日
本
橋
川
の
左
岸
、
北
鞘
町
河
岸
か
ら

品
川
町
裏
河
岸
、
魚
河
岸
、
末
広
河
岸
、

鎧
河
岸
、
そ
し
て
最
後
に
河
口
部
の
北
新

堀
河
岸
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。

◇
北
鞘
町
河
岸

　

外
濠
か
ら
分
か
れ
た
日
本
橋
川
の
左

岸
、
北
鞘
町
の
川
沿
い
の
河
岸
地
、
一
石

橋
と
品
川
町
裏
河
岸
の
間
に
位
置
し
ま

す
。『
寛
永
江
戸
図
』（
武
州
豊
嶋
郡
江
戸

庄
図
、
寛
永
九
・
一
六
三
二
年
）
や
『
承

応
江
戸
図
』（
武ぶ

州し
ゅ
う

古こ

改
あ
ら
た
め

図え
ど
の
ず、

承
応
二
・

一
六
五
三
年
）
に
は
「
北
か
し
」、『
新
添

江
戸
之
図
』（
明
暦
三
年
新
添
江
戸
之
図
、

一
六
五
七
年
）
に
「
き
た
か
し
」、『
元
禄

江
戸
図
』（
江
戸
御
大
絵
図
、
元
禄
三
・
一

六
九
〇
年
）
に
は
「
ま
き
か
し
」
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
東
京
府
誌
』（
以
下
『
府
誌
』
と
略
し

ま
す
）
に
は
、
槇
木
河
岸
「
江
戸
図
説
や

天
和
二
（
一
六
八
二
）
年
の
図
等
に
南
裏

を
槇
河
岸
と
云
う
。
寛
永
江
戸
図
の
北
河

岸
に
つ
く
る
。
面
積
は
四
一
七
坪
二
合
九

勺
。
雑
業
者
が
最
も
多
く
、
商
（
家
）
は

三
四
戸
、
工
（
匠
）
は
五
戸
」
と
あ
り
ま

す
。

　

※�
東
京
府
誌

　
　

�　

明
治
一
一
年
に
編
纂
さ
れ
、
明
治

初
年
当
時
の
河
岸
地
に
つ
い
て
記
載

し
た
資
料
。

○
北
鞘
町

　

北
鞘
町
は
、
現
在
の
日
本
橋
本
石
町
一

丁
目
に
あ
た
り
ま
す
。
西
は
外
濠
、
東
は

品
川
町
に
接
し
て
、
日
本
橋
川
に
面
す
る

南
側
が
北
鞘
町
河
岸
で
す
。
町
名
の
由
来

は
、
江
戸
の
初
期
に
刀
剣
の
鞘
を
つ
く
る

職
人
が
多
く
居
住
し
て
い
た
こ
と
、
刀
剣

を
売
る
店
も
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す

（
幕
末
に
は
、こ
れ
ら
の
職
人
た
ち
の
多

く
は
、
居
住
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
）。

町
名
に
「
北
」
の
冠
が
つ
く
の
は
、
京

（尾張屋板切絵図「神田浜町日本橋北之図」を基にして作図）

北鞘町河岸 品川町裏河岸

末広河岸 思
案
橋魚河岸
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橋
の
南
鞘
町
に
対
し
て
で
す
。

　
『
名
前
帳
』に
問
屋
数
は
一
八
軒
。
地

廻
米
穀
問
屋
三
軒
・
脇
店
八
カ
所
組
米

屋
三
軒
・
舂
米
屋
三
軒
と
米
関
連
の
問

屋
が
九
軒
、
竹
木
炭
薪
問
屋
二
軒
・
炭

薪
仲
買
四
軒
と
燃
料
関
係
の
問
屋
が
六

軒
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
輸
送
手
段
と
し

て
舟
運
が
利
用
さ
れ
、
河
岸
地
で
陸
揚

げ
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
他
に
両
替

屋
一
軒
、
紺
屋
一
軒
、
そ
の
他
一
軒
で

す
。

　
『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』（
※
）
に
は
、

清
水
廻
漕
店
、
井
上
運
送
店
、
運
送
業

兼
石
炭
商
の
富
岡
商
店
、鈴
木
太
物
店
、

炭
薪
問
屋
の
鎌
屋
、
魚
問
屋
の
枡
留
、

待
合
業
の
松
葉
屋
・
登
喜
和
、
旅
館
業

の
下
伊
勢
な
ど
の
名
前
が
見
え
、
舟
運

が
ま
だ
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　

※�

新
撰
東
京
名
所
図
会

　
　

�　

風
俗
画
報
（
明
治
二
二
・
一
八

八
九
年
に
創
刊
さ
れ
た
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
誌
）
は
、
江
戸
期
の
風
俗
の

考
証
、
流
行
風
俗
の
記
録
を
基
本

に
編
集
。
図
版
や
写
真
な
ど
を
多

く
採
用
。
風
俗
画
報
の
臨
時
増
刊

形
式
を
取
っ
て
、
明
治
二
九
～
四

二
（
一
八
九
六
～
一
九
〇
九
）
年

に
発
行
。

　

北
鞘
町
一
円
（
裏
河
岸
の
一
部
を
含

む
）
は
、
関
東
大
震
災
後
の
帝
都
復
興

区
画
整
理
事
業
で
、
昭
和
七
（
一
九
三

二
）
年
九
月
一
日
に
本
石
町
一
丁
目
に

改
称
さ
れ
ま
し
た
。

◇
品
川
町
裏
河
岸

　

北
鞘
町
河
岸
の
東
側
に
続
く
品
川
町

裏
河
岸
は
、
品
川
町
か
ら
独
立
し
た
一

町
に
あ
り
ま
す
。
蔵
が
連
な
る
河
岸
地

は
、
俗
に
「
北
河
岸
」
と
も
呼
ば
れ
ま

し
た
。『
御
府
内
備
考
』（
※
）
に
、「
江

戸
期
か
ら
鉄
物
屋
・
鍛
冶
屋
が
多
く
居

住
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
南
角
部
分
が

「
釘
店
」
と
俗
称
さ
れ
た
」
と
あ
り
ま

す
。
舟
運
を
利
用
し
て
鉄
製
品
な
ど
の

重
量
物
を
搬
出
入
す
る
の
に
便
利
な
た

め
、
こ
れ
ら
の
業
種
の
店
が
集
ま
っ
た

の
で
す
。

　

※�

御
府
内
備
考

　
　

�　

幕
府
官
撰
の
地
誌
。
文
政
九

（
一
八
二
六
）
年
、
幕
府
が
『
御
府

内
風
土
記
』
を
編
纂
す
る
た
め
の

参
考
資
料
と
し
て
三
島
政
行
ら
に

ま
と
め
さ
せ
た
も
の
。
町
方
書
上

な
ど
を
も
と
に
江
戸
の
歴
史
や
各

町
の
沿
革
・
概
要
が
書
か
れ
て
い

る
。

　
『
府
誌
』
に
「
品
川
町
裏
河
岸
の
南
裏

に
あ
り
、
日
本
橋
川
に
沿
う
。
面
積
二

九
八
坪
八
合
六
勺
、
商
戸
、
雑
業
其
数

相
均
し
、
工
人
は
五
戸
の
み
」
と
あ
り

ま
す
。

　

明
治
一
〇
年
一
二
月
二
八
日
、
日
本

橋
よ
り
以
西
一
石
橋
ま
で
の
河
岸
地

は
、
裏
河
岸
と
正
式
名
称
に
な
り
ま
し

た
。

○
品
川
町
裏
河
岸

　

品
川
町
裏
河
岸
は
、
現
在
の
日
本
橋

室
町
一
丁
目
に
あ
た
り
ま
す
。
北
鞘
町

の
東
に
位
置
し
、
日
本
橋
川
沿
い
に
は

蔵
地
が
続
い
て
い
ま
し
た
。『
寛
永
江
戸

図
』
に
「
な
べ
町
」
と
あ
り
、
そ
の
川

岸
部
分
が
「
北
か
し
」、『
承
応
江
戸
絵

図
』
に
も
「
北
か
し
」、『
享
保
年
中
江

戸
絵
図
』（
享
保
九
年
頃
・
一
七
二
四

年
）
で
は
「
品
川
町
ウ
ラ
ガ
シ
」
と
あ

り
ま
す
。

　
『
江
戸
買
物
独
案
内
』に
釘
鉄
銅
物
問

屋
・
錫
鉛
問
屋
の
鉄
屋
、
鍋
釜
問
屋
の

釘
屋
、
空
樽
問
屋
の
富
山
屋
、
醤
油
酢

問
屋
の
伊
勢
屋
、
菱
垣
廻
船
問
屋
の
銭

屋
、
鰹
節
・
塩
干
肴
問
屋
の
丸
屋
、
鼈

甲
櫛
笄
や
象
牙
・
蒔
絵
物
類
・
白
竜
香

の
保
根
屋
な
ど
の
名
前
が
見
え
ま
す
。

　
『
名
前
帳
』
に
は
問
屋
数
が
一
三
軒
。

東
側
に
隣
接
し
て
魚
河
岸
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
肴
問
屋
三
軒
と
下
り
鰹
節
問
屋

が
一
軒
。
他
に
廻
船
問
屋
二
軒
と
下
り

水
油
問
屋
・
水
油
問
屋
・
釘
鉄
銅
物
問

屋
が
各
一
軒
あ
り
、
舟
運
が
利
用
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
他

に
は
両
替
屋
・
炭
薪
仲
買
が
各
二
軒
。

　

ち
な
み
に
品
川
町
は
、
品
川
町
裏
河

岸
の
北
に
位
置
し
、
現
在
の
日
本
橋
室

町
一
丁
目
に
あ
た
り
ま
す
。『
寛
永
江
戸

図
』
に
は
「
志
な
川
丁
」
と
記
載
。
町

名
の
由
来
は
、『
東
京
案
内
』（
※
）
に

「
鎧
の
製
作
に
用
い
る
品
革（
紺
地
に
染

す
か
し
模
様
を
彫
っ
た
皮
革
）
を
造
る

職
人
が
多
く
居
住
し
て
い
た
こ
と
に
よ

る
」
と
あ
り
ま
す
。

　

※�

東
京
案
内
（
明
治
四
〇
・
一
九
〇

七
年
刊
、
東
京
市
）

　
　

�　

東
京
市
の
地
誌
案
内
書
。総
記
・

皇
城
記
・
市
街
記
・
近
郊
・
付
録

か
ら
な
る
。
市
街
記
は
旧
一
五
区

に
分
け
ら
れ
、
総
記
か
ら
町
名
、

交
通
な
ど
一
〇
項
に
つ
い
て
記

載
。

　
『
名
前
帳
』
の
問
屋
数
は
五
軒
で
、
肴

問
屋
二
軒
の
他
に
舂
米
屋
・
炭
薪
仲
買
・

そ
の
他
各
一
軒
。『
新
撰
東
京
名
所
図

会
』
に
は
、
玉
置
廻
漕
店
、
鰹
節
商
の

大
瀧
商
店
、
ほ
か
に
佐
々
城
本
友
診
察

所
、
高
比
良
養
次
郞
診
察
所
、
東
都
家
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寿
多
銀
行
、
旅
館
業
の
松
屋
の
名
前
が

見
え
ま
す
。

　

品
川
町
裏
河
岸
一
円
（
裏
河
岸
の
一

部
を
含
む
）
と
品
川
町
一
円
は
関
東
大

震
災
後
の
帝
都
復
興
区
画
整
理
事
業

で
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
九
月
一

日
に
室
町
一
丁
目
に
改
称
さ
れ
ま
し

た
。

◇
魚
河
岸

　

江
戸
・
東
京
の
河
岸
地
で
最
も
知
ら

れ
て
い
る
の
が
、
日
本
橋
の
魚
河
岸
で

す
。
大
都
市
江
戸
・
東
京
の
生
鮮
食
料

品
市
場
の
中
心
は
魚
河
岸
で
、
他
に
も

白
魚
河
岸
・
新
肴
場
、
雑
魚
場
（
現
・

港
区
）
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
魚
河
岸

の
起
こ
り
は
、
家
康
の
江
戸
入
り
後
、

摂
津
（
大
坂
）
の
佃
村
か
ら
森
孫
右
衛

門
ら
漁
師
た
ち
が
江
戸
に
移
り
、
正
保

元
（
一
六
四
四
）
年
に
幕
府
か
ら
拝
領

し
た
洲
に
佃
島
を
つ
く
り
、
漁
業
基
地

と
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
彼
ら
は

江
戸
湾
内
の
漁
業
の
ほ
か
隅
田
川
の
白

魚
漁
を
営
み
、
鮮
魚
を
幕
府
に
献
上
、

残
っ
た
魚
を
江
戸
市
中
で
販
売
し
ま
し

た
。

　

は
じ
め
の
頃
の
魚
河
岸
は
、
日
本
橋

北
詰
か
ら
江
戸
橋
辺
り
ま
で
の
河
岸
地

に
あ
り
ま
し
た
。河
岸
地
は
西
か
ら「
芝

河
岸
」・「
中
河
岸
」・「
地
引
河
岸
」・

「
高
間
河
岸
」
と
も
呼
ば
れ
、
入
荷
す
る

魚
介
類
や
船
主
な
ど
に
よ
り
、
河
岸
地

が
細
分
化
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、市
場
の
取
引
量
が
増
え
て
、

し
だ
い
に
問
屋
組
織
が
拡
大
し
、
本
小

田
原
町
、
本
船
町
、
按
針
町
、
長
濱
町

一
帯
へ
と
拡
大
。
こ
れ
ら
の
区
域
を
総

称
し
て
魚
河
岸
と
呼
び
ま
し
た
。
白
石

孝
氏
は
『
日
本
橋
街
並
み
繁
昌
史
』
で

「
魚
河
岸
に
は
市
場
だ
け
で
は
な
く
、問

屋
や
仲
買
た
ち
が
こ
こ
に
住
み
暮
ら
し

て
い
た
こ
と
」
が
「
こ
の
界
わ
い
の
特

徴
」
で
、「
強
い
連
帯
感
と
魚
河
岸
独
特

の
気
風
を
も
つ
街
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
吉
原
遊
郭
（
現
・
台
東
区
）
や

芝
居
街
（
堺
町
・
葺
屋
町
）
と
と
も
に
、

「
一
日
千
両
」と
称
さ
れ
た
江
戸
随
一
の

繁
華
な
街
。
屋
敷
地
の
小
間
一
間
に
つ

い
て
一
千
両
の
値
が
つ
い
た
と
伝
え
て

い
ま
す
。

　

魚
河
岸
に
は
幕
府
へ
の
鮮
魚
献
上
と

引
き
か
え
に
、
集
荷
と
販
売
の
大
き
な

権
限
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
江
戸
湾
全

域
や
相
模
湾
な
ど
で
と
れ
た
魚
が
、
早

船
で
魚
河
岸
に
集
め
ら
れ
、
江
戸
市
中

に
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
天
和
二
（
一
六

八
二
）
年
ま
で
に
、
本
小
田
原
町
・
本

日本橋魚市（「江戸名所図会」より）
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船
町
・
本
船
横
店
・
按
針
町
の
各
町
単

位
の
組
合
＝
四
組
問
屋
を
結
成
。
そ
の

後
の
魚
河
岸
の
発
展
に
と
も
な
い
、
延

宝
二
（
一
六
七
四
）
年
に
は
本
材
木
町

二
・
三
丁
目
に
も
魚
河
岸
が
拡
が
り
、

新
肴
場
と
い
う
町
人
の
た
め
の
市
場
が

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
四
組
問
屋
と
交

代
（
上
旬
は
新
肴
場
、
中
下
旬
を
四
組

問
屋
）
で
、
鮮
魚
を
献
上
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

維
新
前
の
魚
市
場
は
、
幕
府
の
許
可

を
得
て
魚
問
屋
や
仲
買
人
の
株
を
買
い

株
仲
間
に
入
る
と
、「
税
金
」
と
し
て
問

屋
に
納
漁
の
制
が
行
わ
れ
た
の
み
で
、

比
較
的
自
由
に
営
業
が
で
き
ま
し
た
。

維
新
後
は
、東
京
府
の
管
理
と
な
っ
て
、

納
漁
の
制
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

大
都
市
江
戸
・
東
京
の
台
所
を
支
え

て
き
た
魚
河
岸
が
、
日
本
橋
か
ら
築
地

に
移
転
し
た
の
は
、
関
東
大
震
災
直
後

の
こ
と
で
す
。

　

ち
な
み
に
日
本
橋
よ
り
以
東
江
戸
橋

ま
で
の
河
岸
地
が
、「
魚
河
岸
」
と
正
式

名
称
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
一
二
年
三

月
一
八
日
の
こ
と
。

○
室
町
一
丁
目

　

室
町
一
丁
目
は
、
現
在
の
日
本
橋
室

町
一
丁
目
に
あ
た
り
ま
す
。
日
本
橋
北

詰
の
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
あ
り
、

一
丁
目
は
そ
の
南
端
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
東
は
本
小
田
原
町
一
丁
目
、
長
浜

町
、
本
船
町
に
接
し
、
日
本
橋
北
一
丁

目
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
『
寛
永
江
戸
図
』
に
「
む
ろ
町
一
～
三

丁
目
」
と
あ
り
、
ま
た
日
本
橋
北
詰
の

西
へ
入
る
横
町
を
『
寛
文
新
板
江
戸
絵

図
』（
新
板
江
戸
大
絵
図
、
寛
文
一
〇
～

一
三
・
一
六
七
〇
～
七
三
年
）
に
「
あ

ま
か
さ
き
丁
」、『
元
禄
江
戸
絵
図
』
に

は
「
あ
ま
た
な
」
と
あ
り
ま
す
。

　

東
の
長
濱
町
に
通
じ
る
横
町
に
は
、

「
高
砂
新
道
」
の
俗
称
が
あ
り
ま
し
た
。

俗
称
の
由
来
は
、
延
宝
年
間
（
一
六
七

三
～
八
一
）
に
、
角
で
ち
り
め
ん
ま
ん

じ
ゅ
う
を
売
る
高
砂
屋
が
、
高
砂
の
翁お
う

媼お
う

の
人
形
を
飾
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
り

ま
す
。

　

室
町
の
通
り
（
通
り
町
筋
）
は
、
江

戸
期
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
。
両
側
に

は
大
店
が
軒
を
連
ね
、
一
丁
目
に
本
船

町
・
本
小
田
原
町
・
按
針
町
と
と
も
に

魚
河
岸
と
青
物
市
が
立
ち
ま
し
た
。『
江

戸
買
物
独
案
内
』
に
鰹
節
塩
干
肴
問
屋

の
丸
屋
、
乾
物
問
屋
の
大
黒
屋
、
乾
物

類
卸
の
万
屋
、
鶏
卵
問
屋
・
焼
玉
子
御

進
物
折
詰
の
大
津
屋
、
塗
物
問
屋
の
伊

勢
屋
、
小
間
物
問
屋
の
遠
州
屋
、
繰
綿
・

木
綿
・
小
間
物
・
下
り
蝋
燭
・
下
り
雪

駄
問
屋
の
島
屋
な
ど
の
名
前
が
見
え
ま

す
。

　
『
名
前
帳
』の
問
屋
数
は
一
七
軒
。
魚

河
岸
の
一
角
を
占
め
、
下
り
鰹
節
問
屋

二
軒
・
乾
物
問
屋
一
軒
・
肴
問
屋
四
軒

と
魚
関
連
問
屋
が
七
軒
あ
り
ま
す
。
他

に
米
関
連
問
屋
が
二
軒
、
小
間
物
問
屋

三
軒
、
糖
問
屋
・
両
替
屋
・
地
掛
蝋
燭

屋
・
下
り
雪
駄
問
屋
・
住
吉
荒
物
問
屋

が
各
一
軒
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
『
府
誌
』
に
、
河
岸
地
「
本
町
の
南
、

日
本
橋
の
左
に
あ
り
、
面
積
七
二
坪
、

ま
た
商
一
六
戸
、
雑
業
之
二
倍
す
、
工

人
は
二
戸
」と
あ
り
ま
す
。
明
治
五（
一

八
七
二
）
年
に
、
東
京
府
が
日
本
橋
橋

台
及
び
室
町
一
丁
目
大
通
り
に
お
い
て

魚
市
を
立
て
る
こ
と
を
禁
止
。
営
業
者

を
本
小
田
原
町
に
移
転
さ
せ
、
市
場
入

口
七
カ
所
に
木
戸
を
新
設
し
て
い
ま

す
。

　
『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』
に
は
、
鳥
問

屋
の
鳥
伊
勢
屋
・
大
辰
や
東
京
鶏
卵
問

屋
組
合
事
務
所
、
生
魚
商
店
の
尾
長
と

鰹
節
問
屋
の
高
見
澤
商
店
、
乾
物
雑
穀

商
会
の
萬
屋
、
乾
物
雑
穀
肥
料
品
販
売

の
山
形
屋
、乾
物
雑
穀
問
屋
の
山
形
屋
、

乾
海
苔
商
店
の
山
形
屋
や
山
本
乾
海
苔

商
店
や
砂
糖
問
屋
の
伊
勢
平
、
大
坂
煙

草
㈱
東
京
支
店
、
日
本
通
商
銀
行
な
ど

が
見
え
ま
す
。

○
本
船
町

　

本
船
町
は
、
現
在
の
日
本
橋
室
町
一

丁
目
と
同
本
町
一
丁
目
に
あ
た
り
ま

す
。
南
は
日
本
橋
川
、
東
が
伊
勢
町
堀

（
西
堀
留
川
）
の
「
米
河
岸
」
に
面
し
て

い
ま
す
。
本
小
田
原
町
・
按
針
町
・
長

浜
町
・
室
町
一
丁
目
と
と
も
に
、「
日
本

橋
魚
河
岸
」
の
中
心
の
町
と
し
て
魚
問

屋
や
卸
商
が
最
も
集
中
し
、
早
朝
か
ら

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
街
。「
三
日
河

岸
」
の
俗
称
も
あ
り
ま
し
た
。

　
『
寛
永
江
戸
図
』
に
「
大
ふ
な
丁
、
同

二
丁
目
」、『
寛
文
新
板
江
戸
絵
図
』・

『
延
宝
江
戸
方
角
安
見
図
』（
江え

戸ど

方ほ
う

角が
く

安あ
ん

見け
ん

図ず

、
延
宝
八
・
一
六
八
〇
年
）
に

も
「
大
船
町
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
辺

り
は
、
江
戸
期
以
前
は
、
海
岸
に
面
し

て
漁
港
だ
っ
た
場
所
。
江
戸
の
初
期
、

江
戸
湊
が
道
三
堀
の
河
口
部
＝
江
戸
橋

付
近
に
あ
っ
た
頃
か
ら
、
す
で
に
舟
運

の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
大
船
町
の
町
名
は
、
小
舟
町
に
対

し
て
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
『
江
戸
名
所
図
会
』（
※
）
に
「
魚
市

船
町
、
小
田
原
町
、
按
針
町
等
の
間
、

悉
こ
と
ご
とく

鮮
魚
の
肆み
せ

な
り
。
遠
近
の
浦
々
よ

り
海
陸
の
け
じ
め
も
な
く
、
鱗
魚
を
こ

こ
に
運
送
し
て
日
夜
に
市
を
立
て
其
賑
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わ
へ
り
」
と
あ
り
、『
江
戸
買
物
独
案

内
』
に
も
、
漁
具
・
船
具
・
魚
類
加
工

関
連
の
商
人
な
ど
の
名
が
記
載
さ
れ
て

い
て
、
芝
・
中
・
地
引
の
各
河
岸
に
は
、

船
具
や
麻
な
ど
を
扱
う
店
が
多
か
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

※�

江
戸
名
所
図
会

　
　

�　

斎
藤
幸
夫
・
幸
孝
・
幸
成
撰
、

長
谷
川
雪
旦
画
。
文
政
一
二
（
一

八
二
九
）
年
、
天
保
五
～
七
（
一

八
三
四
～
一
八
三
六
）
年
刊
。
江

戸
城
の
大
要
及
び
江
戸
を
七
分
割

し
て
、
各
方
面
の
寺
社
・
旧
跡
・

名
勝
な
ど
を
解
説
。
実
地
調
査
や

古
書
の
引
用
と
考
証
を
踏
ま
え
た

も
の
。

　
『
名
前
帳
』
に
問
屋
数
は
一
一
五
軒
。

肴
問
屋
が
七
〇
軒
と
下
り
鰹
節
問
屋
一

軒
あ
り
、文
字
通
り
魚
河
岸
の
中
心
地
。

ま
た
河
岸
八
町
米
仲
買
二
〇
軒
・
関
東

米
穀
三
組
問
屋
四
軒
・
地
廻
米
穀
問
屋
・

脇
店
八
カ
所
組
問
屋
が
各
一
軒
あ
り
、

米
穀
関
連
問
屋
が
二
六
軒
を
数
え
る
の

は
、
東
側
に
隣
接
す
る
伊
勢
町
堀
（
西

堀
留
川
）
に
「
米
河
岸
」
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
ほ
か
に
両
替
屋
三
軒
、
藍
玉

問
屋
・
住
吉
組
荒
物
問
屋
各
二
軒
、
地

廻
水
油
問
屋
・
瀬
戸
物
問
屋
・
炭
薪
仲

買
・
竹
木
炭
薪
問
屋
が
各
一
軒
。

　
『
府
誌
』
に
、
魚
河
岸
「
江
戸
橋
前
の

河
岸
を
云
う
。面
積
一
三
四
七
坪
三
合
、

そ
の
中
に
三
日
河
岸
、
木
更
津
河
岸
、

高
間
河
岸
、
蜆
河
岸
な
ど
の
俗
称
が
あ

り
。
商
人
七
五
戸
、雑
業
八
七
戸
あ
り
、

工
手
は
一
〇
数
に
過
ぎ
す
（
魚
市
）」
と

あ
り
、
本
船
町
が
魚
河
岸
の
中
心
に
位

置
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

本
船
町
は
、
関
東
大
震
災
後
の
帝
都

復
興
区
画
整
理
事
業
で
、
昭
和
七
（
一

九
三
二
）
年
九
月
一
日
に
室
町
一
丁
目

（
魚
河
岸
の
一
部
を
含
む
）と
本
町
一
丁

目
（
魚
河
岸
・
末
広
河
岸
・
米
河
岸
の

一
部
を
含
む
）
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

○
長
濱
町
一
・
二
丁
目

　

長
濱
町
は
、
現
在
の
日
本
橋
室
町
一

丁
目
、
日
本
橋
本
町
一
丁
目
に
あ
た
り

ま
す
。
室
町
一
丁
目
の
東
側
に
あ
り
、

中
央
に
按
針
町
を
は
さ
ん
で
西
側
が
一

丁
目
、
東
側
が
二
丁
目
。
町
名
の
由
来

は
、『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』
に
「
長
濱

新
左
衛
門
と
い
う
者
が
、
幕
府
か
ら
こ

の
地
を
拝
領
し
た
こ
と
に
よ
る
」と
し
、

『
日
本
橋
繁
盛
記
』
で
は
「
近
江
長
浜
の

人
が
住
ん
だ
か
ら
」
と
し
て
い
ま
す
。

『
享
保
年
中
江
戸
絵
図
』に
町
名
が
見
え

ま
す
。

　
『
名
前
帳
』
で
は
、
長
濱
町
一
丁
目
の

問
屋
数
は
七
軒
あ
り
、
す
べ
て
が
肴
問

屋
で
す
。
ま
た
同
二
丁
目
の
問
屋
数
は

八
軒
で
肴
問
屋
が
七
軒
。
他
に
舂
米
屋

一
軒
で
、
長
濱
町
が
魚
河
岸
の
街
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。『
府
誌
』に

も
「
工
人
二
戸
、
商
家
雑
業
各
三
〇
余

あ
り
（
魚
市
）」
と
あ
り
ま
す
。

　

長
濱
町
は
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）

年
六
月
に
一
丁
目
と
二
丁
目
が
合
併
し

て
、
一
つ
の
町
名
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
関
東
大
震
災
後
の
帝
都
復
興
区
画

整
理
事
業
で
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）

年
九
月
一
日
に
室
町
一
丁
目
と
本
町
一

丁
目
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

○
本
小
田
原
町
一
丁
目

　

本
小
田
原
町
は
、
現
在
の
日
本
橋
室

町
一
丁
目
に
あ
た
り
ま
す
。
東
は
室
町

一
・
二
丁
目
、
西
が
伊
勢
町
、
北
は
瀬

戸
物
町
、
南
が
長
濱
町
・
按
針
町
と
接

し
て
い
ま
す
。

　

慶
長
年
中
、
江
戸
城
築
城
の
際
に
、

相
模
国
小
田
原
出
身
の
善
右
衛
門
が
、

石
材
の
供
給
を
請
負
い
、
こ
の
場
所
を

石
置
場
と
し
た
こ
と
か
ら
、
小
田
原
町

と
い
う
町
名
が
付
き
ま
し
た
。そ
の
後
、

摂
津
・
和
泉
辺
り
の
漁
夫
が
魚
市
を
開

い
た
た
め
、
石
置
場
は
築
地
に
移
転
し

て
南
小
田
原
町
と
改
称
。「
南
」に
対
し

て
、
こ
の
地
が
本
小
田
原
町
と
呼
ば
れ

ま
し
た
。

　

本
船
町
と
と
も
に
魚
河
岸
の
中
心
地

で
、
地
価
が
江
戸
で
最
も
高
か
っ
た
と

い
わ
れ
、
魚
店
・
干
魚
店
・
乾
物
店
・

八
百
屋
・
漬
物
店
・
佃
煮
屋
な
ど
が
軒

を
並
べ
、
日
夜
市
が
立
っ
て
賑
わ
っ
た

場
所
。
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
六
月

に
一
丁
目
と
二
丁
目
が
合
併
、
一
つ
の

本
小
田
原
町
に
な
り
ま
し
た
。

　
『
名
前
帳
』
に
問
屋
数
は
三
六
軒
あ

り
、
肴
問
屋
が
三
〇
軒
。
そ
の
他
に
舂

米
屋
一
軒
、
竹
木
炭
薪
問
屋
一
軒
・
炭

薪
仲
買
二
軒
、
廻
船
問
屋
一
軒
、
両
替

屋
一
軒
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
『
府
誌
』
に
「
商
一
五
三
戸
、
雑
業
一

一
四
戸
、工
は
僅
に
八
戸
あ
り（
魚
市
）」

と
あ
り
ま
す
。『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』

に
は
、
魚
問
屋
の
佃
金
・
米
新
、
海
産

物
商
店
の
金
政
、海
産
物
問
屋
の
高
崎
、

草
野
海
産
物
商
店
や
鳥
商
店
の
東
国

屋
・
諸
島
鳥
卵
問
屋
の
越
後
屋
、
宮
内

省
御
用
の
魚
類
調
進
所
（
江
戸
時
代
に

は
納
屋
と
呼
ば
れ
た
）
の
名
前
が
見
え

ま
す
。

○
本
小
田
原
町
二
丁
目

　

本
小
田
原
町
二
丁
目
は
、
現
在
の
日

本
橋
本
町
一
丁
目
に
あ
た
り
ま
す
。
同

一
丁
目
と
と
も
に
日
本
橋
魚
河
岸
の
中

心
地
。『
名
前
帳
』の
問
屋
数
は
一
一
軒

で
、
肴
問
屋
が
九
軒
。
他
に
舂
米
屋
一
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軒
、
両
替
屋
一
軒
と
あ
り
、
一
・
二
丁

目
と
も
、
魚
市
場
を
構
成
す
る
肴
問
屋

が
多
い
街
で
し
た
。

　

本
小
田
原
町
は
、
関
東
大
震
災
後
の

帝
都
復
興
区
画
整
理
事
業
で
、
昭
和
七

（
一
九
三
二
）年
九
月
一
日
に
室
町
一
丁

目
と
本
町
一
丁
目
に
改
称
さ
れ
ま
し

た
。

○
按
針
町

　

按
針
町
は
、
現
在
の
日
本
橋
室
町
一

丁
目
に
あ
た
り
ま
す
。東
西
を
長
濱
町
、

北
は
本
小
田
原
町
、
南
を
本
船
町
に
囲

ま
れ
て
い
た
街
で
す
。
慶
長
五
（
一
六

〇
〇
）
年
日
本
に
漂
着
し
、
後
に
外
交

顧
問
と
し
て
家
康
に
迎
え
ら
れ
た
、
ウ

イ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
（
三
浦
按
針
）

の
拝
領
屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
町
名

が
付
き
ま
し
た
。『
寛
永
江
戸
図
』・『
延

宝
江
戸
方
角
安
見
図
』
に
「
あ
ん
し
ん

丁
」
と
あ
り
、
古
く
は
町
内
に
大
ド
ブ

と
呼
ば
れ
る
小
川
が
あ
り
、
海
に
通
じ

て
い
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
『
名
前
帳
』に
問
屋
が
二
〇
軒
で
肴
問

屋
が
一
九
軒
、
他
に
炭
薪
仲
買
一
軒
。

魚
河
岸
を
構
成
す
る
街
の
一
つ
で
、
鳥

問
屋
も
数
軒
あ
り
ま
し
た
。

　

按
針
町
も
、
関
東
大
震
災
後
の
帝
都

復
興
区
画
整
理
事
業
で
、
昭
和
七
（
一

九
三
二
）
年
九
月
一
日
に
室
町
一
丁
目

と
本
町
一
丁
目
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

◇
末
広
河
岸

　

小
網
町
一
丁
目
の
伊
勢
町
堀
に
架
か

る
荒
和
布
橋
か
ら
堀
江
町
入
堀
に
架
か

る
思
案
橋
の
間
の
河
岸
地
は
、
末
広
河

岸
と
呼
ば
れ
、
川
沿
い
に
は
蔵
が
連
な

っ
て
い
ま
し
た
。『
府
誌
』
に
は
「
船
積

問
屋
多
し
」
と
あ
り
ま
す
。
河
岸
地
に

は
奥
川
筋
船
積
問
屋
が
多
く
集
ま
り
、

舟
運
の
中
心
地
で
し
た
。
明
治
一
〇
年

九
月
一
〇
日
、
荒
布
橋
よ
り
思
案
橋
ま

で
の
河
岸
地
が
、
末
広
河
岸
と
正
式
名

称
に
な
り
ま
し
た
。

○
小
網
町
一
丁
目

　

小
網
町
一
丁
目
は
、
現
在
の
日
本
橋

小
網
町
に
あ
た
り
ま
す
。
北
は
小
舟
町

三
丁
目
、東
は
堀
江
町
四
丁
目
に
接
し
、

西
は
日
本
橋
川
沿
い
の
河
岸
地
。
細
長

く
続
く
片
町
で
、
旧
石
神
井
川
の
河
口

部
に
当
た
り
ま
す
。

　

小
舟
町
な
ど
と
と
も
に
漁
村
と
し
て

開
け
た
場
所
で
、
以
前
は
入
江
ケ
岡
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
家
康
の
江
戸
入

り
後
に
、
小
網
稲
荷
の
名
を
取
っ
て
町

名
と
し
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　
『
承
応
江
戸
絵
図
』
に
「
こ
め
か
し
」、

『
寛
文
新
板
江
戸
絵
図
』
に
は
「
こ
あ
ミ

丁
一
丁
メ
」
と
あ
り
ま
す
。
名
主
の
普

勝
伊
兵
衛
は
、
中
川
御
船
番
所
御
用
と

御
成
御
前
日
船
払
御
用
を
務
め
て
い
ま

し
た
。

　
『
江
戸
総
鹿
子
名
所
大
全
』に
諸
色
問

屋
（
米
・
油
・
綿
な
ど
）
の
天
野
六
左

衛
門
、
鳥
居
九
兵
衛
、
白
子
屋
な
ど
の

名
前
が
あ
り
、『
江
戸
買
物
独
案
内
』
に

は
奥
川
筋
船
積
問
屋
の
伊
藤
屋
、
船
具

問
屋
の
名
張
屋
、
魚
猟
網
一
式
・
麻ま

苧ち
ょ

問
屋
の
名
張
屋
・
麻
苧
問
屋
の
桑
名
屋
、

そ
し
て
釘
鉄
銅
物
問
屋
の
伊
勢
屋
、
水

油
問
屋
の
越
後
屋
、
下
り
傘
問
屋
の
丸

屋
、
京
御
菓
子
司
の
大
坂
屋
、
藍
玉
問

屋
の
藍
屋
な
ど
の
名
前
が
見
え
ま
す
。

　
『
便
覧
』に
問
屋
数
は
一
四
軒
。
内
訳

は
船
具
問
屋
一
軒
、
奥
川
筋
積
問
屋
二

軒
、
麻
苧
問
屋
三
軒
、
釘
鉄
銅
物
問
屋
・

鍋
釜
問
屋
・
水
油
仲
買
問
屋
・
下
り
傘

問
屋
・
綿
打
道
具
問
屋
が
各
一
軒
、
そ

の
他
三
軒
。
ま
た
『
名
前
帳
』
に
は
問

屋
数
二
四
軒
。
下
り
米
問
屋
五
軒
、
河

岸
八
町
米
仲
買
七
軒
、
関
東
米
三
組
問

屋
四
軒
、
雑
穀
為
登
組
二
軒
、
地
廻
米

穀
問
屋
・
脇
店
八
カ
所
組
米
屋
が
各
一

軒
と
米
関
連
の
問
屋
が
多
く
、
二
〇
軒

を
数
え
ま
す
。
他
に
炭
薪
仲
買
・
下
り

蝋
燭
問
屋
・
住
吉
組
荒
物
問
屋
・
釘
鉄

銅
物
問
屋
が
各
一
軒
と
あ
り
ま
す
。

　

明
治
期
は
、
日
本
橋
川
の
舟
運
を
利

用
す
る
運
送
業
者
が
多
く
、『
新
撰
東
京

名
所
図
会
』
に
、「
水
運
の
便
利
を
有
す

る
を
以
て
、
廻
漕
も
し
く
は
運
送
を
営

む
者
多
く
、
従
っ
て
諸
問
屋
ま
た
は
な

は
だ
多
し
」
と
し
て
、
次
の
商
店
名
を

挙
げ
て
い
ま
す
。

　

廻
漕
業
の
早
川
廻
漕
店
、
運
送
業
の

小
林
運
送
本
店
、
賣
薬
化
粧
品
歯
磨
商

の
太
陽
堂
、
麻
苧
・
船
具
問
屋
の
和
泉

屋
、
紙
問
屋
の
渡
植
彦
太
郎
、
砂
糖
問

屋
の
釜
屋
、
生
蝋
々
燭
荒
物
其
他
の
大

坂
屋
、
荒
物
商
の
岡
野
精
三
郎
、
和
洋

綿
絲
商
の
上
谷
な
ど
。
ま
た
末
広
河
岸

に
は
縄
筵
問
屋
の
九
七
商
店
、
運
送
業

の
八
幡
屋
回
漕
店
・
陸
送
組
本
店
な
ど

で
す
。

　

次
号
で
は
、
左
岸
の
鎧
河
岸
、
北
新

堀
河
岸
と
、
右
岸
の
西
河
岸
か
ら
元
四

日
市
河
岸
、
木
更
津
河
岸
、
兜
河
岸
、

南
茅
場
河
岸
、
南
新
堀
河
岸
に
つ
い
て

考
察
す
る
予
定
で
す
。
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